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2014年12月号に続いて春日無線変圧器製のファインメッ

トコアトランスを採用したアンプを製作した　今回はオー

ルMT管のプッシュプルで　出力管には, SQ管E80｣を採

用　初段と位相反転段には6DJ8系双3撞管を使用したカ

ソード結合位相反転回路を採用した.試作時にウオーミン

グアップ時間の差によりECC88を1本破損してしまったの

で,ダイオードによる保護回路を設けて対策している.出

力は約6.5W (1kHz).ファインメットコアの繊細さと,プ

ッシュプルの豊かな低音を併せ持ったアンプに仕上がった.

本誌2014年12月号掲載の｢71A

シングルステレオアンプ｣に続い

て,春日無線変圧器製のファイン

メットコア使用出力トランスを使

ってアンプを作りました.今回は

プッシュプルアンプです.

今回のトランスは試作品を譲り

受けたものなのでトランス本体

には試作番号｢L583｣が表示され

∴ ･] 報醗/⊆灘離＼澱薄＼ ∴与∴-∴ 
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ていましたが　同一仕様の製品版

KAF-10-8P (税込18,900円)と同

じ物です(写真1).

春日無線変圧器で特性図は見せ

てもらいましたが　公表されてい

ないので簡易測定をしてみまし

た　測定回路を図1,周波数特性

を図2,諸特浬の実測結果を表1に

示します.

[図1] KAF-10-8Pの特性測定回路

≡蘭画
[図2] KAF-10-8Pの周波数特性
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このクラスのプッシュプル用フ

ァインメットコア出力トランスをイ

ンターネットで探したところ,ノダ

チトランス販売とアンデイクス･

オーディオからも発売されている

ようです.しかし,ある程度の規

格がわかるのはノダチトランス販

売のものだったので春日無線変

圧器とノダチトランス販売の製品

[写真1]春日無線変圧器
初のファインメットコア使用プ

ッシュプル用出力トランス

(写真は試作品).リード線引
き出し型でケースは付属し
ていない　直接高圧に手が

触れる構造にはなっていない
が, 2014年12月号の71A

シングルアンプ同様に,ケー
スを設けたほうが安全だろう

[表1] KAF-10-8Pの実測結果
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[衷21春日無線変圧器とノグチトランス販売のプッシュプル用ファインメットコア出力ト
ランスの比較
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[図3] E80｣の規格(1957年版フィリップスのデータシートより)

の規格を表2にまとめました

12月号のシングル用トランスと

は違って,それぞれの巻き方に大

きな差があります.まず　定格出

力が2倍も違います.ノダチトラン

スは測定条件を70Hzとしていま

すが春日無線変圧器は周波数を

競走していません. KAF-10-8Pは

60

カットコアの片側に巻いてあり. 1

次巻線のPl-B間とP2-Bの抵抗値

が違います.

仔細に観察すると, 2次巻線①,

Pl-B, 2次巻線②, p2-B, 2次巻線

③の順に巻いてあるように見えま

す.それをそれぞれのタップごと

に3巻線を並列にしています.

[写真2]出力管
E80｣.箱とプノント

はムラードだったが,

本体にはフイijッブ
ス製を示すエッチン

グコードがあった

それに対して,ノグチトランス

販売のFM-5Pはカットコアの両側

を使って作られています.ウェブ

サイトの写真では詳細はわかりま

せんが,両側に等しく2次巻線, 1

次巻線2次巻線の順で巻いて, 2

次側は4巻線をパラレルにしてい

るように想像しました

･次巻線の直流車抗平衡度と2

次側巻線抵抗の低さはノダチトラ

ンス販売のほうが良好です. Pl,

P2の結合度は春日無線変圧器のほ

うが良さそうです.またの機会に,

ノダチトランス販売のトランスで

アンプを作って,違いを確かめた

いと思います.

ファインメットは　すでにオー

ディオ用トランスのコア材料とし

て走発してきた感があります.さ

らに,電気自動車などに使用され

る高い周波数のインバーターで動

かすモーターの需要増によって,

035mmよりも薄い, 02mmや0.15

mmの無方向性電磁鋼板が出てき

ました　これでEIコアのトランス

を作ったら,どんな音がするので

しょうか.同じコアで同じ積厚で

は,占有率が下がって低域は出に

くくなりますが,高域は伸びてくる

はずです､そのトランスの音も聴

いてみたいものです.
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アンプ』 1989年,誠文堂新光社)

が思い起こされたので　高域に関

しては黒川氏のやり方でやってみ

ることにしました

さらに, 12月号の71Aシングル

アンプはゲインが小さかっだので

カソード結合の位相反転を採用し

たところ,今度はゲインが余り,

非常に高感度になってしまいまし

た.

回路構成

最終決定回路を図6,主要パー

ツを表4に示します.

(1)信号の流れ

入力された信号は100kQAカ
ーブのボl)ユームに入り,スライ

ダーから出た信号は　ボリューム

のオープン防止の470k Qでアース

201 5/3

[図6]本機の回路(片チャンネルは省略).真空管
は実機に使用したもので電圧も実機の実測値

されます.それから4.3kQを通り,

初段のPCC88ダ)ッドに入ります

この抵抗は通常は2k Qです戎本

機では大きくなっているのば

PCC88 (ECC88)がハイgmだか

らです.

初段では　カソード抵抗はバイ

パスされていません.ゲインを少

しでも下げたいことと,ここのバ

イパスコンデンサーが音に与える

影響が大きいため外しました　し

かし,外したことで初段の出力イ

ンピーダンスが上昇し,カットオ

フ周波数が抵下しています.

負荷抵抗は10k Qの金属皮膜抵

抗2W型としました　私は,ここ

に酸化金属皮膜抵抗を使いたくあ

りません.

ここから位相反転段上側のグリ

ッドに直に入っています.ここか

ら下側のダ)ッドに910k Qで接続

されています.手持ちの関係で

910kQになっていますがIMQ

でも問題なく動作します.

下側のグリッドは交流的にアー

スし,位相反転として動作せるた

めに0.22 LL Fが対アース間に入っ

ています.

初段の電源との間に0.22 ll Fを

入れることで　フリッカーを抑え

ます.初段はシングル動作なので

フリッカーがあると直流電圧配分

に従ってプレート電圧が変化しま

すが　下側のグl)ッドは大きな時

定数(910kQと0.22LLF)で上側

のダ)ッドとつながっているため,

その瞬間には電圧が変化しません.

そうすると,位相反転段でフリッ

カーが超低域の信号に化けて出力

管に入力されて,出力トランスを
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E80しプッシュプルステレオパワーアンプ
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[写真6]撮影した実機は初段にPCC88 (7V管)を使用して　[写真7]リアパネルには入出力端子各1系統(出力は80)ど
いるので初段のみヒーターが暗い.音量調節ボリュームは初段　電源インレットのみ･出力トランスはケースなし

菅直近に配置されている

[表5]残留ノイズ測定結果

∃語調iiE酷嗣∃請書i 劔劔劔 �� ��

[図11]ダンピン

グファクター(40,

周波数〔[Z〕

[図12]チャンネ

ルセパレーション

特　性(40.1V.

Rch - Lch)

聞聞
10　　　　1 00　　　　1k　　　　1 0k　　　100k

周波数　叫Z〕

[図9]周波数特性(40, 1V)

(a) 1kHz. 1V　　　　　　(b) 1kHz, 51V

[写真8]歪み成分の観測結果(40)

醒聞
10　　　100　　　1k　　　　10k　　　100k

周波数〔Hz〕

(2)潰掟結果　　　　　　　　　　ンが通常よりも12dB以上商いの　　　ゲイン実測値は33.6dB (4Q)

残留ノイズは,オープンでRch　　で　かなりローノイズと言ってよ　　で8Qに換算すると36.6dBもの

0.56mV, LchO.42mVでした(表　　いでしょう.これは　やはり静電　　ゲインです.

5).普通の値に見えますが　ゲイ　　シールドの効果でしょうか.　　　　　入出力特性は図8です. lkHzの
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(d) 40+0221JF　　　(e) 40+047HF

(g) 01〟Fのみ　　　　(∩) 022IjFのみ

(C) 40+01〟F

(f) 0047uFのみ

(i) 047uFのみ

[写真9] 10kHz方形波応答(入力電圧20mVp,p,入力10mV/diV,

出力0.5V/cm, 20us/diV)

グ)ッビングポイントは6.5W程度

になるかと思います.

クリッピングポイントは　頭が

スパッと切れてグリッド電流が流

れノッチング歪みも出てきます.

ゲ)ッビングポイントはハツキリし

ていて,いきなり崩れます.

lV時の周波数特性は図9で

す. - ldBでは94Hz一触, -3

dBでは7.4Hz～ 67 kHzです.

盃率特性(図10)の最低値は,

lkHzO.5V時の0.054%でした

100HzとlkHzは,同じような

カーブを描きます. 10kHzが少し

悪くなっているのは,位相補正で

負荷抵抗が低くなり,最適値から

外れることと,ゲインの減少のた

めでしょう.

写真8に歪み成分の観測結果を

示します.

ダンピングファクター(図11)

はlkHzで3.6でした

10-20Hzにかけての低下は

カソードのバイパスコンデンサー

4701lFを大きくすれば　もっと小

さくなります.

10Hz以下での上昇は出力トラ

68

[図13]パワーバンドワイズ(40, 1%)

ンスのインタクタンスが小さく,低

域では巻線の抵抗だけになるため

のようです.

45kHzあたりの上昇は位相が

回ってゲインが上がっているから

なのかもしれません

チャンネルセパレーションは

入力ショートでlkHz/lVで76dB

ほと取れていました(図12).

各条件の方形波応答を写真9に

示します. 10kHz/4Q単独(写真

9 (b))の時点で　もうリンキング

が現れています.

なお,入力波形にもljンキング

が見られますが　ゲインが高いた

め入力電圧が低く,プローブのア

ース側がループになってしまって

いるためです.測定方法の再考が

必要です.

4 Qの負荷抵抗がある場合と無

負荷の場合には問題ありませんが

容量負荷のみになると波形がかな

り乱れてくるものの, 0.471t Fでも

発振には至りませんでした.ファ

インメットトランスの場合,高域

のピークが大きく,位相補正がな

かなかうまくいきませんでした

最後に,出力トランスの最大出

力に疑問があったのでパワーバン

ドワイズを測定し.出力をグラフ

にしてみました(図13).その結

莱, KAF-10-8Pば100Hz/low

と考えればよいと思われます.

高域での出力低下は　出力段位

相補正の抵抗でパワーを食われる

のが実感できます.

(3)その他の特憧

消費電力は67Wで消費電流は

0.73AだったのでlAのヒューズ

を使用しています.

ヒアリング

ファインメットコア出力トランス

の特徴でしょうか,細かい音まで

よく表現しているように思えます.

71Aシングルとも共通するところ

がありますが低域は大きく違い,

さすがはプッシュプル,低音の伸

びが違います.

サンこサーンスの交響曲第3番

第1楽章の第2部では,オルガンの

低域の上に弦楽合奏が舞います.

音色の中に何かキラキラした感じ

を受けます.

ヴィンテージのEL84などは,ペ

アで1万円を超える価格になって,

手軽に使用しにくくなりました

新規に作るのならば　ひと回り小

さくても,このような入手の容易

な真空管を使うのもおもし.aいと

思います.
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